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【報告】春の里山 自然観察 & クリーン活動（4 月 25 日）
　4月25日（土）（仮称）川越市森林公
園計画地において、一般参加者 18 名、
かわごえ環境ネット会員 5名の合計 23
名で活動しました。トング片手に「第 2
武蔵野ふれあいの森」近くの秘密の場所
（「キンラン」の最大群生地）まで歩き
ます。目印の「ウワミズザクラ」はこの
ところの気候の影響で、今回はもう花が
散っていました。ビンブラシのような花
は必見の価値ありなので、来年早めの
散策をお勧めしました。
　さて、目当ての「キンラン」はちょう
ど見ごろで、「ギンラン」もチラホラ見ら
れ、よいタイミングでした。「キンラン」
は菌根菌と密接に関係しているので、家
に持って帰っても育たないことを説明し

ました。自然に生えてるものは持って
帰ってもよいと思う人がいますが、この
雑木林には、絶滅危惧種になっている
植物も多いので「取らないでね。」を強
調しました。でも、ロープの中の「ギボ
ウシ」の新芽をとっているご夫婦がいま
した。パトロール隊ではないので、直
接話しかけはしませんでしたが、川越市
設置の看板が必要だと思いました。グ
ルッと回った後は、市が管理している雑
木林で理事長が枯れていた木（ネジキ）
を伐って見せました。受け口、追い口の
説明と倒す方向など、クリーン活動（ご
み拾い）だけでなく、林の手入れも体
験してもらいました。
　今回のごみ拾い、従来のごみ袋は使

わず、竹のかごを使いました。ごみの
中身は、農業用に使ったであろうプラス
チック、三角コーンのなれの果てプラス
チック、なぜかサンダル、お菓子の袋
等々とアルミ缶 9個、ペットボトル 2個
でした。自然に還らないごみはお持ち帰
りしてほしいものです。
　この雑木林は、新緑の季節だけでな
く、秋も趣があり、かわごえ環境ネット
作成の「川越の自然」を持って楽しんで
もらえたらと願っています。
　毎月第 2・4月曜日9:30 から、川越
南文化会館（ジョイフル）ロビー集合で
調査・保全活動をしていて、どなたでも
参加可能です。ぜひご一緒しませんか？

（横山三枝子）

出発前の参加者集合写真 キンランの群生地での賀登さんの説明 今年も見事なキンランの群生でした

小さなギンランを撮影する参加者 小瀬理事長による木の伐採の実演 竹かごに入れたごみ

【報告】入間川水生昆虫観察会（5 月 26 日）
　5月 26 日（火）入間川八瀬大橋たも
との河原、浅瀬で実施しました。参加
者は 7名、講師は佐々木英世氏です。
まずは川の中の石を裏返し、張り付い
ているカゲロウなどの水生昆虫をバッ
トに入れます。圧倒的に多いのはカゲ
ロウ、トビケラの幼虫です。これらは
魚の餌となり、フライフィッシングの
疑似餌でおなじみです。ハグロトン
ボ、イトトンボ、サナエトンボのヤゴ
なども採取されました。アメンボは 3
種、そのうちオオアメンボは準絶滅危
惧（NT2）。甲虫類ではコオナガミズス
マシ（準絶滅危惧（NT1））、キベリマ
メゲンゴロウ（環境省準絶滅危惧（NT）

など 6種。その他、魚類、エビ類など
生き物調査として 30 種ほど確認でき
ました。　（自然環境部会　賀登環）

採取後の同定

シロタニガワ
カゲロウ幼虫

ウルマーシマ
トビケラ幼虫採取の様子
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総会
　5月30日（土）10:00-12:00、川越市立
博物館視聴覚ホールにおいて2026 年
度総会が開催されました。出席者18名
及び委任 85 名の 103 名の出席により、
会員数165名の半数以上の出席者を得
て総会は成立し、6つの議案すべてが
原案通り可決・承認されました。今回の
理事会において役員が改選され 10 名
の理事と2名の監事が決定しました（任
期は 2年）。理事長と副理事長 2名は
理事の互選により再任となりました。な
お、「総会議案書」はかわごえ環境ネッ
トホームページに掲載されています。

懇親会
　総会終了後、川越市立博物館ティーラ
ウンジにおいて懇親会を開催しました。
参加者 12 名が弁当を食べながら和や
かに懇談しました。（以上、小瀬博之）

役員（理事・監事）の抱負
小瀬博之（理事長、広報委員長）今年
度策定される新たな川越市環境行動計
画を、望ましい環境像に向かってみんな
で行動できる内容にしていきます。
増田知久（副理事長、社会環境部会代

表）私たちのまち川越で豊かな自然を
未来に残していきたい市民の声を実現
できるよう活動を展開していきます。
横山三枝子（副理事長、渉外担当）住み
よい環境をつなぐのは大人の責任。毎
日の生活からできる環境活動を心がけ、
広げていきます。
飯島希（理事、広報担当）今期も理事と
して川越の環境をよくなるよう多くの方
をつなぎながら活動を広げていきます。
石川真（理事、事業推進担当）川越市
の環境活動がさらに活性化していくよ
う積極的に関われたらと思います。
賀登環（理事、自然環境部会代表）街
中のにぎわいが増すとともに周辺の自
然は寂しくなりました。川越の自然の再
生を働きかけます。
菊地三生（理事、広報担当）緑を増や
す活動とポイ捨てゴミを無くす活動を
地道に進めたいと思います。よろしくお
願いいたします。
福原時夫（理事、自然環境部会担当）
再加入してから4年間の成果を踏まえ、
生態系の活動、行政、環境ネットのさら
なる連携を進化させていきます。

辰野聡彦（理事、渉外担当）企業と環
境の関わりは多様であり、かわごえ環境
ネットとの連携のあり方を模索していき
ます。
飯野雅史（理事、事務担当）「次期川
越市環境行動計画」の協働策定に向け
て、行政と理事の２つの視点から尽力し
てまいります。
神谷利一（監事）監事を務めさせてい
ただきます。浅学非才の身ではございま
すが、何卒よろしくお願い申し上げます。
増田純一（監事）川越の生物多様性豊
かな環境保全と共に監事として務めさせ
ていただきます。よろしくお願いします。

【報告】総会・懇親会（5 月 31 日）／役員（理事・監事）の抱負

調査地点と CODの水質調査結果

実施概要
　全国で実
施 さ れ る
「身近な水
環境の一斉
調査」に参
加し、実施
日に合わせ
て川越市内
の川の水質
調査を2005
年以来継続
的に実施し
ています。
　今年は 6
月 7日（日）に前年と同じ 4名が分担
して 12 地点の調査を実施しました。
調査結果
　台風 6号が 6月 3日（水）に通過し
て、川越周辺では 130mm程度の雨が
降り、その影響で小畔川や入間川は流
量が多めでした。一方、新河岸川は流
れが緩やかでした。そのため、地点に
より前年との水質の良し悪しには差が

見られますが、COD（化学的酸素要求
量）は、0〜 2mg/L が 4 地点（2025 年
は 4地点）、3〜 4mg/L が 5 地点（同 4
地点）、5〜 6mg/L が 0 地点（同 3地
点）、7〜 8mg/L が 3 地点（同 1地点）
でした。
　近年、調査者が限定されているので
調査地点が限られています。来年はぜ
ひご参加ください。　　（小瀬博之）

【報告】川越市内の川の一斉水質調査（6 月 7 日）

小畔川御伊勢橋上からの様子

新河岸川新琵琶橋付近の様子

懇親会の様子
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　埼玉県生態系保護協会川越 • 坂戸
• 鶴ヶ島支部は、名のとおり生態系ピ
ラミッド全体を対象に自然保護ボラン
ティアをしている団体です。観察会も
「野鳥観察会」「キタミソウ観察会」「野
草観察会」「キノコ観察会」「昆虫観察
会」「トンボ観察会」「ゼフィルス（シジ
ミチョウ）観察会」「冬芽観察会」「コク
ラン観察会」「自然観察会」等々のタイ
トルを付けて行っています。
　このうち「野鳥観察会」については、
川越地区では、毎月第 2日曜日に「伊
佐沼探鳥会」（10:10-12:00）、5月上旬
に「川越水上公園野草 &野鳥観察会」
（9:00-12:00）、3月に「今福雑木林自
然観察会（野鳥観察）」（9:30-12:00）の
3か所で年 14 回実施しています。鶴ヶ
島地区の「高倉野鳥観察会」と「鶴ヶ
島グリーンパーク（太田ヶ谷の森）野鳥
観察会」、坂戸地区の 12月「高麗川野
鳥観察会」、2月「調整池と新しき村野
鳥観察会」を加えて年 18 回になります。
　野草 &樹木や昆虫その他の観察会よ
り、野鳥観察会が一番人気があります。

生態系支部と連携団体（鶴ヶ島自然を
守る会、坂戸サワギキョウの会）との共
催による年 35 回の観察会のうち、約半
数が野鳥観察会になります。埼玉県で
一番大きい自然湖沼の『伊佐沼』、日本
一広い河川敷を持つ『荒川』、清流『高
麗川』そして、『入間川』『越辺川』『小
畔川』『不老川』と我々のフィールドに
は 6河川 1湖沼と野鳥達が憩える豊か
な水辺に恵まれています。
　伊佐沼では、珍鳥として2008 年県内
では 2例目の【レンカク】、2011 年に
は当時世界で 600 羽しか生息していな
かった【クロツラヘラサギ】、2013 年
には、埼玉県では 43 年ぶりの【ヘラサ
ギ】、そして、最近では 2021 年に日本
には少数しか飛来しない【アカガシラサ
ギ】の 4例があります。探鳥会の醍醐
味は珍鳥もありますが、それ以上に、シ
ベリアから冬鳥が、東南アジアからは夏
鳥が、確実に渡来してくれることです。
　しかし、受け入れる日本やシベリア、
東南アジアの自然を数十年前と比較す
ると乱開発による森林減少や地球温暖

化による環境変化、特に餌の減少に見
舞われていて、野鳥の種類数と個体数
が大幅に減少しています。冬鳥はツグ
ミ、カモ類、ジョウビタキ等の減少、夏
鳥はツバメ、カッコウ、サンコウチョウ
等の減少が目立ちます。（福原時夫）
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　昨年秋の本コラム欄（社会と環境に
ついて思うこと36）で髙澤日美子さん
が報告されていた「竹炭作り」のお手
伝いに、今年の 1月に参加したときのこ
とです。小畔川のそば、かわごえぐうす
ファームの田んぼのすぐ脇の竹やぶか
ら運んできた、よく乾燥した竹を適当な
長さに切断して、無煙炭化器に投入して
着火。炎が安定すると燃えてかさはどん
どん減って行くので、様子を見ながらみ
んなで代わる代わる竹を投げ入れ続け
ます。ある程度まとまった量になったら
水をかけて消火して、冷えたら竹炭の完
成。風の強すぎない午前中に、まばら
に緑肥に覆われた真冬の田んぼで、炎
の勢いや竹のはぜる音やもくもくと立ち
上る水蒸気にわいわい言いながら、単
純作業に汗をかき、ちょっとした非日常
を味わいましたが、そんな中、竹やぶ
の方からまるで聞き覚えのない鳥の声
が何度もするたびに内心ぎょっとしてい
ました。もう足を洗って久しいとはいえ、
若いころいわゆる「鳥屋」だったので、
身近な鳥の鳴き声は大体識別できるつ

もりでいたのに、全く見当がつかないだ
なんて、とうとう焼きがまわったか自分、
いやでも…と心は千々に乱れます。
　竹炭作りが一段落ついてから、竹や
ぶのほの暗い林床に何羽かでうごめく
鳥のシルエットを遠目に目視できまし
た。ヒヨドリよりも明らかにひと回りデ
カく、顔まわりが変に黒っぽい。おそら
く外来種だろうと思いつつ、帰宅してす
ぐさまパソコンでネット検索。「カオグ
ロガビチョウ」であろうと当たりをつけ
て（今はネットで鳴き声までわかるので
すね…！）後日、何年かぶりに双眼鏡を
持って出かけて確かめに行って、ばっち
り確認できました。間違いない、カオグ
ロガビチョウです。
　自分が鳥業界から離れているうちに
見知らぬニューフェイスがこんなにも身
近な場所に台頭していたとは、驚きでし
た。本来は中国の中南部、ベトナムに
分布していて、日本では特定外来生物
に指定されています。名前からわかるよ
うに、日本の侵略的外来種ワースト100
に挙げられているガビチョウと同じ属の

種です。やはり温暖化と関係があるので
しょうか。今ごろは繁殖期を迎えて大忙
しでしょうね。
　去年、環境対話カフェに参加したこと
でかわごえ環境ネットの存在を知り、本
年度から会員となりました。ここ数年は
家庭菜園をつうじて身近な自然と向き
合っています。身近な小鳥ではジョウビ
タキのメスがお気に入りです。よろしく
お願いします。　　　（コカワヨウコ）

自然を訪ねて（28）野鳥観察会と昨今の野鳥

社会と環境について思うこと（40）竹炭作りでたまたま出会ったカオグロガビチョウ

伊佐沼東北部でのオオタカの補食

伊佐沼新橋付近

伊佐沼全景（南岸より）

竹炭作りの様子（奥に竹やぶが見える）

カオグロガビチョウ［photoAC］
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【参加者募集】川越市環境計画見直し意見交換会（7 月 15 日・8 月 26 日）
みんなで描こう、2035 年の川越
　川越の 10 年後、その先の未来を、み
んなで考えてみませんか。
　かわごえ環境ネットでは、川越市から
の依頼を受け、新しい「川越市環境行
動計画」づくりを進めています。  
　気候変動、資源循環、生物多様性、み
どり、暮らしやすいまちづくりなど、これ
からの川越に必要な行動を、市民・事
業者・団体・行政が一緒に考える意見
交換会です。
 こんなことを話し合います
　今回の計画では、「2035 年ごろの川
越の望ましい環境像」を思い描きなが
ら、「一人ひとりができること」「みんな
で協力して進めること  」を話し合ってい
きます。
　環境の専門知識は必要ありませ
ん。 「川越の自然やまちの将来が気にな
る」  「自分の意見を地域の計画に生か
したい」  そんな思いのある方なら、どな
たでも歓迎です。
会員以外の方も参加できます
　会場参加は予約不要です。  会員以外
の方も参加できますので、ぜひお気軽
にご参加ください。

開催日時・会場
第 24 回 日時：7 月 15 日（水）9:00-
11:00 場所：川越市役所地階修養室  
（川越市元町 1-3-1）

第 25 回 日時：8 月 26 日（水）9:00-
11:00 場所：川越市役所地階修養室
オンライン参加について
　オンラインで参加を希望される場合
は、準備の都合上、開催前々日までにご
連絡ください。連絡先：小瀬  （hkose@
kawagoekankyo.net）
未来の川越を一緒につくりましょう
　新しい環境行動計画は、これからの
川越の暮らしや地域の活動につながる
大切な指針です。多くのみなさんの声
を生かしながら、
よりよい計画にし
ていきたいと考え
ています。ぜひ意
見交換会にご参
加ください。
生成 AI を活用し
た作成
　10 年間の変化
は環境分野だけ
でなく情報分野

において目覚ましいものがあります。今
回の「第四次川越市環境基本計画・第
二次川越市緑の基本計画」は膨大な情
報量で、これを現在の「川越市環境行
動計画」となじませて改定していく作業
は容易ではありません。
　そこで、今回の見直しにあたっては生
成 AI（Google Gemini など）を活用し
て議論を効率的かつ効果的に進めてい
ます。「望ましい環境像が実現したとき
の川越のようす」をイラストイメージで
共有しようとしてたたき台となる画像を
作成してみましたが（下図）、AI に川越
のさまざまなまちの姿をもっと理解して
もらう必要がありそうです。（小瀬博之）

【参加者募集】虫の観察会（8 月 1 日）
開催概要
日時：8 月 1 日（土）9:30-12:00 場所：
（仮称） 川越市森林公園計画地 定員：先
着 20 名（小学 4年生以下は保護者同
伴）  申込：7 月 1 日（水）10:00から電話
で川越市環境政策課（049-224-5866）
または市ホームページより電子申請 服
装・持ち物：動きやすい服装、帽子、タ
オル、雨具、筆記用具、飲み物 講師：
佐々木英世氏
開催の経緯
　かわごえ環境ネットは発足当初から
生き物調査に取り組んでいて、「虫の観
察会」が始まったのは 2005 年 6月18
日です。第 1回の講師は松本克臣氏で
チョウの専門家です。それから回を重
ね、講師も内田正吉氏はバッタの専門
家、大塚豊氏は写真家、新井浩二氏は
甲虫の、佐々木英世氏はカメムシの専
門家・・・と続けてきました。
　2017 年からは川越市が市民調査員
を募集して「かわごえ生き物調査」を

スタートしましたので、市が主体となっ
て「虫の観察会」を行うことになり、か
わごえ環境ネットが協力という態勢にな
りました。
　このように 20 年以上続けてきた中か
ら、「川越版レッドデータブック＆生き

物ウォッチング」に記載されました昆虫
1,000 種超えが成果としてあります。
　川越市では子ども向けの観察会がほ
とんどないので、毎回このイベントはお
子さんの参加が多いです。ぜひ、周りの
お子さんに勧めてください。（賀登環）

2022.7.30　佐々木英世氏

2007.7.22　内田正吉氏

2017.7.30　大塚豊氏

2005.6.18　第 1回　松本克臣氏

望ましい環境像が実現したときの川越のようす（最初のたたき台）
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理事会・事業運営委員会
4 月 15 日（水）
1川越市の人事異動に伴う理事の変更
山崎茂理事→飯野雅史理事）を承認。
2 2026 年度総会議案書の読み合わせ
を実施。事務局と正副理事長による最
終確認後会員に送付。3 2025 年度会
計監査報告（適正に執行、指摘事項な
し）、2026 年度予算案を審議。4理事
は 10 名の立候補者が応募。総会にお
いて役員の改選を審議する。5総会当
日の役割分担の決定。6次期川越市環
境行動計画の協働策定について川越市
から依頼された。環境政策課職員が出
席することとした。7川の一斉水質調査
について 4 名で 12 か所実施する。総会
前に試薬配付と説明会を実施。8「第
2 回田んぼの生きもの観察会（6 月 27
日開催）」について、各小中学校に「す
ぐーる」で配信依頼をすることとした。
5 月 20 日（水）
1総会におけるキャスティングの決定。
2総会における出欠連絡状況の確認。総
会成立要件を満たすためメールサービ
ス利用者へのリマインド、郵送対象者へ
の電話連絡を実施することにした。3会
川越市上下水道事業経営審議会委員に
横山副理事長を選出（再選）。4市民活
動団体交流イベント（仮称）について増
田副理事長が対応することとした。5特
定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉
の総会は欠席することとした。6（仮称）
森の文化祭は市内店舗と連携した森林
をテーマにした作品等を展示するイベン
トを企画することにした。7次期川越市
環境行動計画の策定に生成 AI を活用し
て検討していることを報告。月1回程度で
意見交換会を開催して多くの参加を依頼
した。8 4・5 月に個人 3 名が入会、個
人 15 名・民間団体 1 名・事業者 1 名の
退会により、会員数は個人 121、民間団
体 18、事業者 26、行政 1 の計 166 会員
。9 8 月は理事会・事業運営委員会とも
に休会とする。　　（理事長　小瀬博之）

会合
◆事業運営委員会 7 月 22 日（水）9:00-
10:00
◆理事会 7 月 22 日（水）10:00-11:30
会場：川越市役所 3A 会議室

社会環境部会
2026 年度の社会環境部会では「森と
街の作品展」を企画しています。実施
時期は 12 月 5 日（土）から 12 月 20 日

（日）を予定しています。川越に残る貴
重な森の自然を、アートの力を通じてま
ち中に暮らす人たちにも知っていただ
けるようなイベントになるよう企画を進
めていきます。

（社会環境部会代表 増田知久）
自然環境部会

5 月例会は 8 日（金）7 名参加、オーク
2H2 会議室にて開催された。6 月例会は
休止。
活動報告
1「（仮称）川越市森林公園」計画地定
例活動：5 月 11 日（月）18 名参加 生き
物調査。5 月 25 日（月） 16 名参加  武蔵
野ふれあいの森 草刈り。6 月 8 日（月）
7 名参加 小雨の中、林内生き物観察。
2 池辺公園定例活動（隔月第 2 火曜日）　
6 月 9 日（火）6 名参加 小雨の中、林
内生き物観察。3ふるさとの緑の景観
地自然再生：こどもヤマ守り活動は 3 年
目となり、今年度の参加者は 13 名。活
動内容は「雑木林の再生と伝統的な管
理方法の体験、循環型農業の支援と地
元の食文化の体験」で、9 回の活動予
定。4 月 19 日は「タケノコ掘と竹細工」
4入間川水生動物観察会：5 月 26 日

（火）9:30-12:00 八瀬大橋の河原・浅瀬
で調査 7 名参加 多くの種が確認された

（30 種のうち RD 種が 4 件）講師：佐々
木英世氏 別ページ参照。5冊子「川越
版レッドデータブック＆生き物ウォッチ
ング」の公共施設などへの進呈作業：5
月 28 日（木）川越市長、市内小中学校
54 校、市会議員 36 名、市立図書館 10
冊、そのほか県内の博物館などへは郵

送。冊子残部は 170 冊。
（自然環境部会代表 賀登環）

●自然環境部会（第 2 金曜日）
＊会員であれば自由に参加できます
日時：7 月 10 日（金）13:30-15:00（8
月は休止）  会場：オーク 2H2 会議室（川
越市郭町 1-2-2）

広報委員会
2026 年 9・10 月 号（No.211，9 月 1
日発行）投稿募集（会員対象）
投稿期限：8 月 7 日（金） 投稿方法：関
係者にメールで通知
◆広報委員会
立案・依頼 7 月 8 日（水）9:00-9:30、
入稿確認 8 月 5 日（水）9:00-9:30 会
場：オンライン（URL は委員に案内）
発 送 8 月 26 日（ 水 ）11:00-12:00 会
場：川越市役所地階修養室

入会のご案内
本会では約 165 の団体・個人が参加し、
かわごえの環境の環（わ）を「太く」「大
きく」「さらにつなげる」さまざまな活
動を行っています。本会に入会すると
本紙を郵送またはメールサービスでお
届けします。年会費は個人会員、団体
会員ともに 2,000 円です。詳細はかわ
ごえ環境ネット事務局（川越市環境政
策課）に問い合わせるか
Web サイトをご覧くださ
い（右の QR コードから
アクセス）。

報
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か
わ
ご
え
環
境
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（仮称）川越市森林公園 計画地 
植物調査・保全活動

（毎月第 2・第 4 月曜日） 日時：7 月 13・
27 日（月）9:30-12:30（8 月は休止） 集

合：川越南文化会館（ジョイフル） 問い
合わせ先：賀登（Tel.049-234-9366）

池辺公園定例活動
（偶数月第 2 火曜日）日時：8 月 11 日

（火）9:30-12:00  場所：池辺公園（川越
市池辺 1302）  問い合わせ先：賀登（同
上）

入会案内

かわごえ環境ネットからのおしらせ

★会員及び一般参加者を募集する行事・活動

6/9 池辺公園 キノコを調査

5/25 川森 刈り取った草はバイオネストに
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川越フォレストクラブ
賀登環（049-234-9366） 

「( 仮称 ) 川越市森林公園」計画地で、手
入れがされていない公有地や、それに
つながる民有地を動力班と手作業班で
効率よく、かつ植生に配慮した生態系保
全の手入れを行っています。埼玉森林
サポータークラブの有志とかわごえ環境
ネット会員で2020年に結成しました。今
回のフィールドは 20年以上放置された
ヒノキの多いエリア。林床にはリンドウ、
イチヤクソウなど希少種も多くあります。
報告
5月13日（水）は 10名参加。密生状
態になったヒサカキ・シラカシを除伐し、
林床がスッキリしました。
予告
◎「（仮称）川越市森林公園」計画地の
手入れ  7 月 8 日（水）9:00-12:00（奇
数月の第 2水曜日が活動日）

こもれびの森・里山支援隊　　
（東洋大学小瀬研究室）

小瀬博之（hkose@toyo.jp, 049-239-1532） 
報告
1 4月11日・5月23日（土）は新西
門〜旧西門間の林縁部のアズマネザサ
の高刈りやニワウルシの伐倒を行いま
した。10 年近く手入れをしていない状
況で、アズマネザサは高さ3m以上の
状態になっていました。ニワウルシも高
さ7m程度まで成長していました。2 6

月6日（土）9:30-12:00 つるがしま市民
環境まつり2026 において「森で採れた
材料で工作」ワークショップを出展しま

した。近年は企業の出展も多く、同様
の出展が複数社あり、差別化が課題で
した。本学の出展は比較的径の小さな
円盤状の木材のため、今回はブンブン
ゴマをたくさん作り、好評を得ました。
予告
◎里山林保全活動  7 月 11 日（土）8:30-
16:00 （8月は休止） 場所：東洋大学川
越キャンパス（要予約）
特 設 サ イト https://sites.google.com/
toyo.jp/toyokomorebi
公益財団法人埼玉県生態系保護

協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部
内野（049-222-1731,当日090-7003-8617）
予告 
◎伊佐沼でバードウオッチング（毎月第
2日曜日）集合：10:10 伊佐沼西岸蓮見
橋近くのあずまや、雨天中止 持ち物：
筆記用具、図鑑、双眼鏡、飲み物 参
加費：一般 300円、高校生以下 100円
（保険代・資料代）
1 7 月 12 日（日）10:10-12:00 夏鳥が
揃って出迎えてくれます。オオヨシキリ、
コアジサシ、ヨシゴイなど。
2 8 月 9 日（日）10:10-12:00 夏休み
です。お子さんと一緒にサギの仲間を
観察しましょう。

予
告　
会
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か
ら
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会員からのおしらせ

5/13　ヒサカキ群落を刈払い

5/13　作業後のひと息

4/11　参加者集合写真

4/11　遠方から高校生の参加もありました

4/11　繁茂するアズマネザサやニワウルシ

6/6　企業出展が増えたワークショップ

5/23　施業前定点撮影

5/23　施業後定点撮影

5-8 ページの記号凡例　★：本会主催・
後援等一般公開行事　●：本会会員対
象行事　◆：本会理事・委員対象会合　
◎：本会会員等主催のイベント等　○：
その他（個別記事参照）

6/6　小さな円盤を生かせるブンブンゴマ



1 水 ○ 10:00「虫の観察会」受付開始
2 木
3 金
4 土
5 日
6 月
7 火
8 水 ◆

◎
9:00
9:00

広報委員会（立案・依頼）
「（仮称）川越市森林公園」計画地の手入れ

9 木
10 金 ● 13:30 自然環境部会
11 土 ◎ 8:30 東洋大学「こもれびの森」里山林保全活動
12 日 ◎ 10:00 伊佐沼でバードウォッチング
13 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
14 火
15 水 ★ 9:00 川越市環境計画見直し意見交換会
16 木
17 金
18 土
19 日
20 月 海の日
21 火
22 水 ◆

◆
9:00

10:00
事業運営委員会
理事会

23 木
24 金
25 土
26 日
27 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
28 火
29 水
30 木
31 金
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No.210
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事務局：川越市環境部環境政策課 350-8601 埼玉県川越市元町 1-3-1 
Tel:049-224-5866（直通）, Fax:049-225-9800, Email: kankyoseisaku ★ city.kawagoe.lg.jp
かわごえ環境ネットホームページ https://kawagoekankyo.net
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おことわり　本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会の編集
によって構成されていますが、これらは、組織の公式な見解を示
すものではありません。また、本紙は寄稿及び作成時点までの信
頼できる各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に努めていま
すが、その正確性に対してかわごえ環境ネットは責任を負いませ
ん。本紙は読者ご自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用
することで生じたいかなるトラブルおよび損失、損害に対して、
かわごえ環境ネットは一切責任を負いません。

2026 年 7月 2026 年 8月

ボタニカルアート（20）ホタルブクロ（花期：6-7月）
　キキョウ科ホタルブクロ属。名前の由来は、子どもが蛍を

入れて遊んだ、提
灯の意味「火垂る
袋」の二つの説が
あります。花色は
赤紫と白の 2 色あ
り、関東では前者、
関西では後者が多
いようです。日本全
国に分布し、開け
た草原や道端、山
林の林縁によく見
られます。日照でも
日陰でも育つ美し
い花ですので、み
なさんも育ててみ
ませんか。（岡 治）

1 土 ★ 9:30 虫の観察会
2 日
3 月
4 火
5 水 ◆ 9:00 広報委員会（入稿確認）
6 木
7 金 ○ 本紙 2026 年 9・10 月号（No.211）入稿期限
8 土
9 日 ◎ 10:00 伊佐沼でバードウォッチング

10 月
11 火

★ 9:30
山の日
池辺公園定例活動

12 水
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土
23 日
24 月
25 火
26 水 ★

◆
9:00

11:00
川越市環境計画見直し意見交換会
広報委員会（発送）

27 木
28 金
29 土
30 日
31 月

ホームページ X（Twitter） Facebook

インターネットアクセス（QRコード）

こもれび隊川越版レッド
データブッ
ク＆生き物
ウォッチング

2026 年度
総会議案書

新訂版
『川越の自然』
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